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「これ知ってる？？」 

 御朱印ってご存知ですか？お寺や神社などをお参

りした際、その証として寺院名やご本尊さまの名前を

記帳してもらえるものです。 

 真言院でも御朱印を授与することができますし、か

わいい御朱印帳も各種入荷しました。 

御朱印は 300 円、御朱印帳は 1 冊 1500 円です。 

ご希望の方は、お寺に来た際にお声掛けください。 

 

 

 ←真言院の御朱印 

 北海道十三仏霊場 

 第九番札所本尊 

 「勢至菩薩」 

 の御朱印です。 

 

 

御朱印帳は

現在 8 種類

あります。 

 

 

 

 

念珠念珠念珠念珠（数珠）（数珠）（数珠）（数珠）のことならご相談くださいのことならご相談くださいのことならご相談くださいのことならご相談ください    

 中糸が切れてしまった念珠、房が傷んでしまった念
珠は二千円～四千円ほどで修理することができます。
また、新品の念珠もお寺で取り扱っていますし、カタ
ログから好きな色の珠と房を選びオーダーメイドで
作ることもできます。最近は安価な念珠もありますが、
ぜひいいものを長く使ってほしいものです。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

3333 月月月月 20202020 日（日（日（日（日日日日）午後）午後）午後）午後 1111 時より時より時より時より    
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を勤修いたします。 
 
正午より正午より正午より正午より    昼食のご接待昼食のご接待昼食のご接待昼食のご接待    
  婦人部手作りの美味しい昼食をご用意 
  しております。 

午後午後午後午後 1111 時より時より時より時より    本堂にてお勤め本堂にてお勤め本堂にてお勤め本堂にてお勤め    

午後午後午後午後 2222 時より時より時より時より    講講講講話話話話    ＆＆＆＆    健康健康健康健康体操体操体操体操    

  健康運動指導師健康運動指導師健康運動指導師健康運動指導師        岸本岸本岸本岸本    和歌和歌和歌和歌    さんさんさんさん    
   体が元気になるエクササイズを行います。  
   お楽しみに！ 
 

 
 

 

 

    
※「志納袋」を同封させていただきました。 
 法要やお彼岸参りの際に、本尊様へのお供え 
 として、お志をお納め下さい。 

※ 塔婆供養（一供養 五百円） 
 受付いたします。 
 

真言院の 

ごしゅいん 

真言院真言院真言院真言院    

    寺寺寺寺    報報報報        



節分大護摩供祈祷会を行いました節分大護摩供祈祷会を行いました節分大護摩供祈祷会を行いました節分大護摩供祈祷会を行いました    

 2 月 1 日、毎年恒例の節分大護摩供祈祷会法要を行

いました。今年は平日だったにも関わらず、たくさん

の方にお参りいただき、盛大な法要となりました。 

 護摩とは真言密教に伝わる火を使った祈祷です。 

本尊のお不動さま（不動明王）の前に壇を設け、火を

焚き、様々

な供物を投

じて供養し

ます。真言

院では、檀

信徒の皆さ

んの願い事

を「護摩木」

という木札

に書き込み、それをひとつひとつ読み上げ炉に投じて

祈願しています。今年も護摩の大きな炎を目の前に、

皆さんの願い事を本尊様に祈願いたしました。今年も

皆さんにたくさんの福が訪れますように。 

 そして、住職が護摩供養をしている間、その後ろで

はお参りの皆さんで大きな数珠を回す「大念珠まわし」

をしていただきました。本堂いっぱいに参拝の皆さん

がぐるりと円陣を組み、大念珠を手に持ち隣の人に送

っていきます。お経に合わせて叩かれる太鼓の音、ジ

ャラジャラと大念珠を繰る音、びっくりして泣き出し

てしまった赤ちゃんの声、ワイワイガヤガヤと楽しそ

うな皆さんの声…。毎年とても賑やかで楽しそうです。 

 そして最後

は皆さんお楽

しみの豆まき

です。大豆に

落花生に、お

菓子にパンや

みかんなど。

参拝の方がお

供えくださるものも年々増え、真言院の豆まきは毎年

豪華になっている気がします。たくさんの福をそれぞ

れの懐に詰め込み、皆さんの笑顔をもって今年の法要

も無事に終えるこ

とができました。

また来年、皆さん

が笑顔でお参りし

てくれるのを楽し

みにしています。 

 

 

 

（写真上・右） 

大念珠まわし

の様子 

 

 

 

 

洞爺湖温泉にて親睦会を行いました洞爺湖温泉にて親睦会を行いました洞爺湖温泉にて親睦会を行いました洞爺湖温泉にて親睦会を行いました    

 2 月 26 日、洞爺湖万世閣にて真狩・留寿都の檀信

徒の皆さんと毎年恒例の親睦会を行いました。今年は

例年に比べ参加人数が少なめでしたが、皆さんそれぞ

れ温泉でゆったりくつろいだり、カラオケで盛り上が

ったりと楽しんできました。 

    
「「「「お葬式お葬式お葬式お葬式ってってってって大切大切大切大切」」」」    

 先日、高校時代の友人から数年ぶりにメールが
きました。「友達が亡くなったことをあとから知
ったが、自宅にお参りに行くことも、お花やお供
え物などを送ることもすべて断られてしまった。
亡くなった友達になにかしたいのだけれど、でき
ることはないのだろうか。」という内容でした。 
 そして偶然にもその翌日、別の友人から「大学
時代の友達が交通事故で死んじゃった…。」とい
う電話がきました。その友人といろいろと話した
中で私の心に響いたのは「葬儀に行って良かっ
た。連絡をもらったときはただ辛くて頭も混乱し
たけど、葬儀に足を運んで、少しでも友達のため
になにかができたと思えたことは救いになっ
た。」という言葉でした。前の日に、葬儀に行け
ず故人への気持ちを伝える術を見つけられずに
悩んでいたもう一人の友人の話を聞いていたか
ら、余計に印象に残ったのかもしれません。私が
携わらせていただいている「葬儀」というものは
生きている人にとっても意味のあることなのだ
と自信を持つことができました。 
 最近は家族葬という葬儀の形が増えています。
東京では通夜や葬儀は行わず火葬場の炉の前で
15 分ほどのお経をあげるだけの「直葬」も少なく
ないそうです。どんどん簡略化していく現代の葬
儀ですが、故人とお別れをしたり気持ちの整理を
したりするのにやはり葬儀は大事だと思います。
故人が生前お世話になった人たちと最後に会え
る葬儀は、遺族が故人のためにできる最後で最大
のプレゼントのように思いますし、「私もこんな
ふうに送ってもらえるように生きなきゃな」と思
える素晴らしい葬儀にもたくさん出会わせてい
ただきました。葬儀は亡くなった人、遺された人
双方にとって大切な時間と感じています。 
 

だい  ご   ま   く   き と う え 


